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原発建設費
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原発の建設費の推移

● 日本のkW当り原発建設費は、1966年から見ても、１９８０年から見ても、同様に上昇傾向を示している。

● 原子力の規制基準強化は、建設費、建設期間にも影響すると考えられる。

● 原発の建設費は現状維持とすべきではなく、少なくとも、現在の建設費上昇の延長線上で見積もるべき。
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日本のkW当り原発建設単価（1966-2009）
(2020年企業物価指数換算)

既設
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日本のkW当り原発建設単価（1980-2009）
(2020年企業物価指数換算)

既設

建設中 建設中

島根３：建設費4240億円＋安全対策費
6000億円のうち3000億円を仮置

島根３：建設費4240億円＋安全対策
費6000億円のうち３０００億円を仮置

大間：建設費４６９０億円＋
現在の安全対策費１３００億

円を仮置

大間：建設費４６９０億円＋
現在の安全対策費１３００

億円を仮置
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設備利用率・統合コスト
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日本の原発平均設備利用率の推移

● 日本で原発の平均設備利用率が８０％を超えたのは１９９０年代後半から２０００年代前半の４年のみ

● １９７０～２０２０年の平均値は５６％、1970～２０１０年の平均値でも６９％
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設備利用率の推移

設備利用率（全体平均）

2002年東電トラブル隠し、複数
原発運転停止

2004年美浜原発配管破断事
故にともなう停止など

2007年中越沖地震による柏崎刈羽運転停止・志賀
原発臨界事故発覚に伴う停止/能登半島地震など

IAEA PRISより
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日本の再稼働原発の設備利用率の推移

● 再稼働原発の１９７０年～２０２０年までの

設備利用率平均値は68.9%

● 再稼働原発の再稼働後の設備利用率のみ

を抽出すると７０％台後半になるものの、

グラフに示したとおり、変動は大きい。

● こうした変動は差し止め訴訟によるものの

みならず、定期検査でみつかった問題への

対処による、定期検査の長期化などでも生

じている。
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原子力主要国の設備利用率推移

● 米中の設備利用率は概ね９０％台で推移し

ているものの、その他の国では、変動が大

きい。

● 特に２０００年代、９０％近辺で推移してい

た韓国は、近年設備利用率が低下しており、

２０１９年で６９％となっている。

● ２０００年代、８０％近辺で推移していたフラ

ンスも同様に近年は７０％前後で推移して

いる。
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原子力主要国の設備利用率推移（２００１～２０１９）
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米国 IAEA PRISより
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https://www.meti.go.jp/shingikai/enecho/denryoku_gas/denryoku_gas/pdf/20171030001_1.pdf
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原発の長期的な停止と統合コスト

● 第5回WGで報告された「システム統

合を反映した限界費用の試算」で原

発を含むシステム統合を反映した

LCOEが報告されている。

● 曇天無風期間は最大数週間のレベル

だが、原発では年単位で停止してい

るケースも複数存在。

● 経産省は福島第一原発事故後の原発

の停止によって、火力の燃料費が増

加したと説明した。これは、原発の統

合コストだと考えられる。

● 柔軟性が低く、1基あたりの出力の大

きな原発の統合コストは考慮される

べき。

定期検査期間 停止期間
（2021年6月末現在）

柏崎刈羽２ 第12回：2007年2月19日～ 5,245日～（14.4年）

柏崎刈羽３ 第10回：2007年9月19日～ 5,033日～（13.8年）

柏崎刈羽４ 第10回：2008年2月11日～ 4,888日～（13.4年）

女川２ 第11回：2010年11月6日～ 3,889日～（10.7年）

浜岡３ 第17回：2010年11月29日～ 3,866日～（10.6年）
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原発の寿命
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原発の寿命

● 稼働中原発で最高齢はスイス・ベツナウ原発1号機で52年。世界に60年稼働した原発は存在しない。

● 米国では80年稼働が認可された原発があるが、80年稼働した原発はなく、60年稼働が認可された原発で

も経済性の観点から60年に満たず廃炉にした原発も存在。
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運転維持費
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運転維持費実績値

● 原子力発電コストの運転維持費の費目は2015年WG時と同様に人件費、修繕費、諸費、業務分担費とされ

ている。2015年WGでは4基のサンプルプラントについて事業者へのヒアリングを行い、運転期間40年・

設備利用率70%の場合、3.3円/kWhとされた。

● 電力会社は有価証券報告書で、電源種別ごとの人件費や委託費、修繕費といったコストを報告している。九

州電力の保有原発がすべて再稼働した2018年度以降、四国電力の保有原発がすべて再稼働した2016年

度以降、また九州電力の原発再稼動が始まった2016年度～2017年度、四国電力の2015年度、関西電

力の原発再稼動が始まった2015年度以降の維持費を算出した結果、3.3円/kWhより大きな値となった。

● 運転維持費については理想的な条件で計算するのではなく、有価証券報告書に基づく実績値で計算するべ

き。少なくとも、有価証券報告書に基づく実績値で電力会社が報告した数値を検証するべき。

再稼動3社平均
2015 2016 2017 2018 2019 参考(2015年WG)

kWh当り維持費 実際の値 307.10 10.00 6.12 5.35

kWh当り維持費 設備利用率70%で割り戻した場合 5.50 4.02 4.40 5.10 3.3

kWh当り維持費 設備利用率80%で割り戻した場合 4.81 3.52 3.85 4.46

再稼動2社平均
2015 2016 2017 2018 2019 参考(2015年WG)

kWh当り維持費 実際の値 6.95 4.93

kWh当り維持費 設備利用率70%で割り戻した場合 4.86 5.51 3.3

kWh当り維持費 設備利用率80%で割り戻した場合 4.25 4.82



13有価証券報告書に基づく原子力発電費推移


